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収
納
物
を
検
索
す
る
動
作
寸
法︵
35
㎝
︶

を
考
慮
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
︵
図
表
１
③
︶。

⑵　
通
路
幅
の
基
準

　

通
路
の
寸
法
は
、
人
が
十
分
に
す
れ

違
い
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
観
点
か
ら
車
椅
子
の
通
過
が
楽

に
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　

両
側
に
会
議
室
等
の
部
屋
が
な
い
場

合
や
片
側
に
部
屋
が
あ
る
場
合
の
通
路

幅
は
１
・
２
ｍ
以
上
必
要
で
す
︵
図
表

１
①
︶。
両
側
に
部
屋
が
あ
る
場
合
は

１
・
６
ｍ
以
上
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

社
員
が
働
き
や
す
い
オ
フ
ィ
ス
に
す

る
た
め
に
は
、
企
業
理
念
や
パ
ー
パ
ス

︵
存
在
意
義
、
目
的
︶
を
も
と
に
、
時

代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
オ
フ
ィ
ス
レ
イ

ア
ウ
ト
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
す
る

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活

性
化
し
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
社
員
の

一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

業
務
効
率
向
上
や
業
績
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
、
働
き
や
す
い
オ
フ
ィ
ス
環
境

を
つ
く
る
レ
イ
ア
ウ
ト
に
す
る
た
め
に

は
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え

る
前
に
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

　

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
と
は
、
オ
フ

ィ
ス
空
間
の
な
か
に
各
部
門·

部
署
、

各
種
機
能
ス
ペ
ー
ス
︵
会
議
室
、
応
接

室
等
︶
の
配
置
、
動
線
等
を
定
め
た
あ

と
、
オ
フ
ィ
ス
家
具
や
Ｏ
Ａ
機
器
、
備

品
等
を
配
置
す
る
こ
と
で
す
。

⑴　
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
の
寸
法

　

レ
イ
ア
ウ
ト
は
働
く
人
の
作
業
効

率
、
室
内
環
境
や
安
全
性
に
影
響
し
ま

す
。
特
に
デ
ス
ク
間
の
寸
法
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
︵
図
表
１
︶。

　

人
が
歩
く
と
き
の
最
小
寸
法
は
60
㎝

で
す
。
机
と
机
の
間
が
通
路
を
兼
用
す

る
場
合
、
十
分
な
間
隔
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
デ
ス
ク
間
の
通
路
寸
法
は
１
・
８

ｍ
程
度
必
要
で
す
︵
図
表
1
②
︶。

　

間
隔
が
１
・
８
ｍ
あ
れ
ば
、
車
イ
ス

の
ワ
ー
カ
ー
も
支
障
な
く
通
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
車
イ
ス
は
利
用
者
の
操
作

性
を
含
め
る
と
、
90
㎝
の
幅
が
必
要
と

想
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

収
納
家
具
が
あ
る
通
路
は
、
引
き
出

し
や
扉
の
開
閉
寸
法
︵
40
㎝
︶、
人
が

働きやすさは、業務効率やモチベーションに直
結します。働きやすいオフィス環境を実現する
ために、知っておきたい基礎知識を解説します。

一 色 俊 秀
一般社団法人オフィスの広場　理事

社
員
が
働
き
や
す
い

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
の

基
礎
知
識

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え

る
前
に
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え

る
前
に
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
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⑶　

動
線
計
画

　

人
や
も
の
の
動
き
を
動
線

と
い
い
ま
す
。

 

均
等
の
通
路
幅
で
設
定
す

る
の
で
は
な
く
、
動
線
は
メ

イ
ン
動
線
と
サ
ブ
動
線
と
を

区
別
し
て
設
定
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

メ
イ
ン
通
路
を
つ
く
る
ほ

う
が
人
の
流
れ
を
誘
導
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

来
訪
者
の
動
線
と
社
員
の

動
線
を
分
け
る
な
ど
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に
配
慮
し
た

動
線
を
計
画
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

頻
繁
に
使
用
す
る
可
能
性

の
あ
る
場
所
へ
の
動
線
は
、

複
数
の
部
門
か
ら
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
動
線
の
設
定
で
は

非
常
時
の
安
全
避
難
を
重
視

す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え
る
際

に
は
、
建
物
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
、
空
調
、
照
明
、
防
災
な

ど
の
設
備
の
配
置
を
考
慮
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

図表1　  標準的なレイアウト寸法

単位：mm

標準的な人の寸法

450

450 350 400900
2,100

350 400900900900
1,650

450 450 350 450
900

400 600
1,000

750 450
1,200

450 450900
1,800

800

450 450900
1,800

450950
1,4001,200

35
0

壁

壁

壁

①人が歩くときの最小寸法は600、
２人がすれ違える通路寸法は1,200

④デスクに向かっ
て座る人の後ろ
を横向きに通れ
る最小寸法450

⑨デスクに向かう人が後
ろを向いて収納物を検
索する動作寸法600

⑩通路幅900、デスクに
座る人と会話をする人
が立てるスペース450

⑪同向式デスク配置の間の
最小通路幅600（ゆとり
を持たせて750）

⑤イスを後ろに
引いて出入り
するための最
小寸法350

⑥デスクの前面と
側面の間をス
ムーズに歩ける
通路幅900

⑦デスクの側面と
側面の間をス
ムーズに歩ける
通路幅900

⑧収納庫の開閉寸法400、収納
物を検索する動作寸法350、
収納庫とデスク側面との間の
通路寸法900

②デスクに向かって座る人の奥行は450、
座っている人の間の通路寸法は900

③収納庫の引出しや扉の開閉寸法は400、
人が収納物を検索する動作寸法は350
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際
に
は
、
ま
ず
オ
フ
ィ
ス
づ
く
り
の
目

的
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

企
業
理
念
や
パ
ー
パ
ス
を
も
と
に
、

企
業
と
し
て
の
あ
り
た
い
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
そ
の
う
え
で
社
員
の
働
き
や
す

さ
を
追
求
し
ま
す
。

⑵　
コ
ン
セ
プ
ト
の
設
定
と
共
有

　

あ
り
た
い
姿
・
働
き
方
を
実
現
す
る

た
め
の
オ
フ
ィ
ス
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い

の
か
、
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定

し
、
全
員
で
共
有
し
ま
す
。

　

組
織
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
る

た
め
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
セ
プ
ト
を

全
員
で
共
有
し
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

⑶　

ゾ
ー
ニ
ン
グ

　

オ
フ
ィ
ス
空
間
全
体
を
考
慮
し
、
用

途
や
機
能
に
応
じ
て
ス
ペ
ー
ス
を
分
け

る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
も
、
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

の
際
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
と
き
は
部
門
間

の
近
接
度
︵
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

密
度
、
部
門
間
の
近
接
の
必
要
性
の
度

合
い
︶
や
動
線
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
で
次
の

４
つ
の
ど
れ
に
該
当
す
る
か
を
判
断

し
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
︵
図
表
２
︶

を
作
成
し
ま
す
。

①
　
最
も
密
な
関
連
が
あ
り
、
隣
接
さ

せ
る

②
　
密
な
関
連
が
あ
り
、
近
く
に
配
置

す
る

③
　
近
く
に
配
置
す
る
必
要
は
な
い

④
　
離
れ
た
場
所
へ
配
置
す
る
（
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
・
騒
音
な
ど
に
配
慮
す
る

た
め
）

⑷　
業
務
支
援
ス
ペ
ー
ス
の
レ
イ

ア
ウ
ト
の
計
画

　

業
務
支
援
ス
ペ
ー
ス
と
は
、
執
務
ス

ペ
ー
ス
以
外
で
仕
事
を
直
接
的
に
支
援

す
る
場
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
説
明

し
ま
す
。

①  

会
議
ス
ペ
ー
ス

　

会
議
室
の
規
模
、
使
用
目
的
、
使
用

オ
フ
ィ
ス
づ
く
り
の

基
本

⑴　
目
的
を
明
確
に
す
る

　

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
す
る

図表2　  ブロックチャートの例

会議室 宣伝
広告部

営業
企画部

受付 応接室
海外
営業部

第三
営業部

第二
営業部

第一
営業部

取締役席
（個室）

キーセクション
またはキーパーソン

購買部 経理部 総務部
箱 は各部門の必要面積
＝単位面積×入居者数を表わす

隣接が必要
近接が必要

営業
管理部

図表3　  会議室の座席間隔

600～700

700～800

800～1,000

短時間の会議・多人数の会議

単位：mm

一般的な会議

来客との会議・役員会議
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頻
度
、
使
用
人
数
に
応
じ
て
空
間
を
計

画
し
ま
す
。

　

会
議
室
は
１
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
複
数

人
で
共
用
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
計
画
す
る
際
に
は
、
座
席

の
間
隔
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

︵
図
表
３
︶。

　

壁
と
テ
ー
ブ
ル
間
の
寸
法
、
テ
ー
ブ

ル
間
の
寸
法
は
、﹁
人
が
座
る
﹂

﹁
イ
ス
を
引
く
﹂﹁
人
が
通
行
す
る
﹂

な
ど
の
条
件
と
、
そ
の
安
全
性
を

十
分
に
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す

︵
図
表
４
︶。

②  

打
合
せ
ス
ペ
ー
ス

　

打
合
せ
ス
ペ
ー
ス
は
気
軽
に
利

用
で
き
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
た

め
、
一
般
的
に
は
オ
ー
プ
ン
な
空

間
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

打
合
せ
以
外
で
作
業
テ
ー
ブ
ル

と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
利
用
す
る
人
数
は
比
較
的
少

数
で
、
２
人
か
ら
６
人
程
度
に
な

り
ま
す
。

　

社
内
の
み
で
使
用
す
る
場
合

は
、
一
般
執
務
ス
ペ
ー
ス
内
の
デ

ス
ク
に
近
い
場
所
が
望
ま
し
く
、

外
部
の
人
が
入
る
場
合
は
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
や
来
客
の
動
線
か
ら
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
近
い
場
所
に
設
置

し
ま
す
。

③  

応
接
ス
ペ
ー
ス

　

応
接
ス
ペ
ー
ス
は
、
接
客
や
外

部
の
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
場
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
面
会
・
会
話
を

中
心
と
す
る
応
接
室
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
・
打
合
せ
な
ど
を
中
心
と
す

る
応
接
室
が
あ
り
ま
す
。

　

応
接
室
は
、
基
本
的
に
来
訪
者
の
動

線
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
各
部
門
の
出
入
口

に
近
い
場
所
に
設
置
し
ま
す
。　

　

応
接
室
を
執
務
室
の
な
か
に
設
置
す

る
場
合
、
執
務
ス
ペ
ー
ス
内
を
通
ら
せ

な
い
よ
う
に
、
ス
ペ
ー
ス
の
端
に
部
屋

を
確
保
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

室
内
に
絵
画
を
飾
る
場
合
は
、
来
訪

者
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
し
ま
す
。
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
の
上
な
ど
基
本
と
な
る
場

所
を
決
め
て
お
く
と
プ
ラ
ン
し
や
す
く

な
り
ま
す
︵
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
の
な
か

に
、
絵
の
説
明
の
シ
ー
ト
な
ど
を
用
意

し
て
お
く
と
、
説
明
と
共
に
来
訪
者
に

渡
す
こ
と
も
で
き
ま
す
︶。

　

ま
た
、
冬
場
に
コ
ー
ト
な
ど
を
掛
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
コ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
を

置
い
て
お
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

業
績
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
と
は

⑴　
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

　

人
の
行
動
は
環
境
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
い
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
人

の
行
動
変
化
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
人
が
集
ま
り
や
す
く
、
そ
れ
に
よ

り
人
と
人
の
接
点
や
会
話
の
機
会
を
増

や
せ
ま
す
。
ま
た
、
交
流
す
る
場
所
と

仕
事
に
集
中
す
る
場
所
を
選
択
で
き
る

ほ
か
、
人
と
人
の
接
触
機
会
を
調
整
で

き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

⑵　
オ
フ
ィ
ス
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

い
ま
は
多
く
の
企
業
が
﹁
社
員
の
創

造
性
を
い
か
に
高
め
て
、
新
し
い
価
値

を
生
み
出
せ
る
か
﹂
を
目
指
し
た
オ
フ

ィ
ス
を
追
究
し
て
い
ま
す
。

　

組
織
の
創
造
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
多
様
な
知
を
も
っ
た
人
と
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
志
向
す
る

オ
フ
ィ
ス
空
間
︵
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ

フ
ィ
ス
︶
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

︵
交
流
︶
と
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

︵
集
中
︶
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に

空
間
に
反
映
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

⑶　
人
の
行
動
を
促
す
オ
フ
ィ
ス

レ
イ
ア
ウ
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド

①  

ホ
ッ
ト
＆
ク
ー
ル

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
に
共
通

し
て
い
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

単位：mm

図表4　  会議室の寸法例

1,000

1,0001,000
1,000

1,200

1,2
00

1,0
00

80
0

1,2
00

80
0

1,4
00

80
0

小規模な会議室 中規模な会議室 研修等で使用する会議室
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そ
れ
は
、
入
口
周
辺
は
ホ
ッ
ト
︵
人
が

集
ま
り
や
す
く
交
流
し
や
す
い
︶
で
、

入
口
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
は
ク
ー
ル
︵
落

ち
着
い
て
集
中
で
き
る
︶
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

執
務
ス
ペ
ー
ス
の
入
口
周
辺
は
様
々

な
人
が
集
ま
る
の
で
、
交
流
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
広
場
や
ハ
イ

テ
ー
ブ
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

街
で
た
と
え
る
と
、
駅
前
が
最
も
人

が
集
ま
る
の
で
、
広
場
の
周
り
に
カ
フ

ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
が
配
置
さ
れ
、
人
と
人

の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
空
間
に
な
っ
て

い
る
の
と
同
じ
で
す
。

　

駅
か
ら
遠
い
郊
外
に
は
静
か
な
住
宅

地
な
ど
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着

い
た
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図
表
５
は
執
務
ス
ペ
ー
ス
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。
□
は
執
務
ス
ペ
ー
ス

で
矢
印
は
入
口
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

入
口
に
近
い
と
こ
ろ
が
ホ
ッ
ト
な
エ
リ

ア
、
入
口
か
ら
遠
く
な
る
ほ
ど
ク
ー
ル

な
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②  

広
場
・
回
遊
動
線
・
交
差
点

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
接
点
を
い
か
に

増
や
す
か
と
い
う
工
夫
が
多
く
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
の
時
代
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
自

分
の
机
に
向
か
っ
て
黙
々
と
事
務
処
理

を
行
な
え
ば
よ
し
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
い
ま
は
自
分
の
所
属
す
る
部
署
の

人
と
だ
け
会
話
す
る
の
で
は
な
く
、
オ

フ
ィ
ス
の
な
か
を
ふ
ら
ふ
ら
歩
い
て
、

異
な
る
部
署
の
人
た
ち
と
の
会
話
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

接
点
を
増
や
す
レ
イ
ア
ウ
ト
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
広
場
と
回
遊
動
線
と
交
差
点
で

す
︵
図
表
６
︶。
オ
フ
ィ
ス
の
な
か
で

雑
談
が
で
き
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
つ

く
る
の
は
、
そ
の
有
効
な
方
法
の
１
つ

で
す
。
散
歩
し
た
く
な
る
よ
う
な
回
遊

動
線
が
あ
る
と
、
歩
く
こ
と
で
オ
フ
ィ

ス
全
体
に
視
線
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が

で
き
、
視
線
が
合
っ
た
人
と
会
話
の
機

会
を
も
て
ま
す
。

　

通
路
と
通
路
が
交
差
す
る
交
差
点

に
、
小
さ
な
ハ
イ
テ
ー
ブ
ル
が
あ
る
だ

け
で
、
出
会
っ
た
人
と
ち
ょ
っ
と
し
た

立
ち
話
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
も
パ
ー
ク
の
な

か
を
回
遊
し
た
く
な
る
広
い
通
路
、
入

口
に
近
い
と
こ
ろ
の
広
場
な
ど
、
こ
の

よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
上
の
工
夫
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

③  

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス

　

人
と
人
の
交
流
接
点
を
増
や
す
工
夫

と
し
て
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
教
授

の
ト
ー
マ
ス
・
ア
レ
ン
氏
の
提
唱
す
る

﹁
30
ｍ
理
論
﹂
に
よ
る
と
、
組
織
内
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
と
人

の
物
理
的
な
距
離
に
か
な
り
依
存
す
る

と
い
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
空
間
の
な
か

に
コ
ピ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
距
離
が
30
ｍ

を
超
え
る
と
そ
こ
に
は
行
か
な
く
な
る

と
い
う
の
で
す
。

　

別
の
尺
度
で
い
う
と
、
20
秒
で
移
動

で
き
る
ぐ
ら
い
の
距
離
を
超
え
る
と
あ

ま
り
使
わ
れ
な
い
場
所
に
な
る
と
い
え

ま
す
︵
図
表
７
︶。

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
の

新
た
な
タ
イ
プ

　

オ
フ
ィ
ス
で
の
様
々
な
働
き
方
に
対

応
で
き
る
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
も
登

場
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
タ
イ
プ
を

紹
介
し
ま
す
。

⑴　
ノ
ン
テ
リ
ト
リ
ア
ル
オ
フ
ィ
ス

　

こ
れ
も
ト
ー
マ
ス
・
ア
レ
ン
氏
が
１

９
７
３
年
に
提
唱
し
た
も
の
で
、
知
的

生
産
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
社
員

間
の
交
流
を
高
め
る
た
め
に
、
オ
フ
ィ

ス
内
で
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
と
な
る
固

定
席
を
決
め
ず
に
、
自
由
自
在
に
着
席

す
る
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
。

図表5　  ホット＆クール

図表6　  広場・回遊動線・交差点

図表7　  マグネットスペース

回遊動線

ホット

クール

交差点

広場

トーマス・
アレン
30m理論

20秒プラン

30m



企業実務　2023． 675

⑵　
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
オ
フ
ィ
ス

　

個
人
専
用
の
デ
ス
ク
で
は
な
く
、
フ

ロ
ア
内
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
設
置
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
自
由
に
選
び
、
ノ

ー
ト
Ｐ
Ｃ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
仕
事
を
す
る
ス
タ

イ
ル
で
す
。
１
９
８
７
年
に
清
水
建
設

の
技
術
研
究
所
で
試
験
的
に
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
す
。

　

当
初
の
目
的
は
空
い
た
席
を
複
数
の

人
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
空
席
の
ま
ま
の
状
態
を
減
ら
し
て

ス
ペ
ー
ス
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
で

し
た
。
固
定
電
話
や
紙
文
書
な
ど
が
あ

る
こ
と
で
行
動
の
自
由
を
制
限
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
携
帯
電
話
や
ネ
ッ
ト
で

の
情
報
共
有
が
進
ん
で
、
よ
り
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
な
働
き
方
が
促
進
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

部
門
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
性
化
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
じ

た
チ
ー
ム
編
成
が
し
や
す
い
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
オ
フ
ィ
ス
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
１
人
で
集
中
す
る
作
業
が
し
に

く
い
こ
と
、
個
々
の
作
業
の
進
渉
状
況

が
把
握
し
に
く
い
こ
と
、
同
じ
部
門
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く

く
、
新
人
の
育
成
が
し
づ
ら
い
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

⑶　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
プ
ラ
ン
オ
フ
ィ
ス

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
﹁
汎
用
の
、
普

遍
的
な
、万
能
な
﹂と
い
う
意
味
で
す
。

レ
イ
ア
ウ
ト
や
ス
ペ
ー
ス
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
標
準
化
し
て
設
定
し
、
そ
れ
を
オ

フ
ィ
ス
全
体
に
わ
た
っ
て
適
用
す
る
オ

フ
ィ
ス
の
運
用
方
式
で
す
。

　

基
本
的
な
組
織
変
更
が
あ
っ
て
も
、

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
し
な
い
で
、
人
、

書
類
の
移
動
の
み
で
対
応
し
ま
す
。

新
し
い
オ
フ
ィ
ス
の

運
用
方
式

⑴　
モ
バ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス

　

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
は
、
時
間
・
場
所

に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
含
め
﹁
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
仕
事

が
で
き
る
、
仕
事
を
す
る
﹂
と
い
う
概

念
で
す
。

　

オ
フ
ィ
ス
の
内
部
空
間
に
限
ら
ず
、

列
車
や
車
の
な
か
で
も
仕
事
が
で
き
る

﹁
場
﹂
を
モ
バ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス
と
い
い

ま
す
。

⑵　
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
オ
フ
ィ
ス

　

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
や
テ
レ
ワ
ー
ク
を

す
る
社
員
や
、
他
の
拠
点
オ
フ
ィ
ス
か

ら
の
出
張
者
な
ど
が
、
立
ち
寄
っ
て
仕

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
も
つ

オ
フ
ィ
ス
で
す
。

⑶　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
︵Cow

orking

︶
と

は
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
、
会
議
、
打
合
せ

な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
共
有
し
な
が
ら
独

立
し
た
仕
事
を
行
な
う
共
働
ワ
ー
ク
ス

タ
イ
ル
を
指
し
ま
す
。

　

一
般
的
な
オ
フ
ィ
ス
環
境
と
は
異
な

り
、
各
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
ク
で

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

⑷　
Ａ
Ｂ
Ｗ

　
﹁
Ａ
Ｂ
Ｗ
﹂
と
はA

ctivity Based 
W

orking

︵
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ワ
ー
キ
ン
グ
︶
の
略
称
で
す
。

働
き
手
そ
れ
ぞ
れ
が
﹁
い
つ
・
ど
こ

で
・
誰
と
働
く
か
﹂
を
自
由
に
決
め
ら

れ
る
働
き
方
の
こ
と
で
、
も
と
も
と
は

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
始
ま
っ
た
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
で
す
。

　

場
所
を
選
べ
る
働
き
方
と
し
て
は
前

述
し
た
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
と
い
う
概
念

が
あ
り
ま
す
が
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
は

自
分
の
固
定
席
を
も
た
ず
に
、
オ
フ
ィ

ス
内
で
仕
事
に
応
じ
て
働
き
や
す
い
席

で
働
く
運
用
方
式
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ａ
Ｂ
Ｗ
は
オ
フ
ィ
ス

の
内
外
を
問
わ
ず
働
く
時
間
と
場
所
を

自
由
に
選
べ
る
の
で
、
時
間
を
か
け
て

オ
フ
ィ
ス
に
行
か
ず
と
も
、
自
宅
や
カ

フ
ェ
な
ど
を
働
く
場
所
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
よ
り
自
由
度
が
高

く
様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
広
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
電
力
会
社
エ
ッ
セ
ン
ト

は
、
Ａ
Ｂ
Ｗ
を
採
り
入
れ
て
自
宅
勤
務

を
推
奨
。
そ
の
結
果
、
同
国
内
に
あ
る

13
か
所
の
オ
フ
ィ
ス
を
４
か
所
に
ま
で

集
約
し
、
不
動
産
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

コ
ス
ト
の
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
由
な
働
き
方
に
惹
か
れ
て

人
材
が
集
ま
り
や
す
い
、
社
員
に
と
っ

て
は
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
り

や
す
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
通
勤
時
間
の
削
減
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
や
、
病
欠
の
減
少
な
ど
の
効

果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

◇

　

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
は
社
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
左
右
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

組
織
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
目

標
を
明
確
に
し
、
あ
り
た
い
働
き
方
を

追
求
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
う
え
で
、
今
回
解
説
し
た
基
礎

知
識
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
必
要
な

オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
を
設
定
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

い
っ
し
き　
と
し
ひ
で
　
と
い
ろ
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
代
表
。
コ
ク
ヨ
㈱
で
オ
フ
ィ
ス
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
オ
フ
ィ
ス
研
究
、
オ
フ
ィ
ス
運
営
維

持
活
動
等
を
担
当
し
た
の
ち
独
立
。オ
フ
ィ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
メ
イ
ク
や
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ペ
、運
営
維
持
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
う
。


